
神奈川県合同輸血療法委員会 輸血用血液供給体制小委員会 セミナー 令和4年9月30日（金） 19：00～20：15

大規模災害時の輸血療法 〜輸血部門ＢＣＰを作ろう〜

セミナーアンケートにて輸血部門BCPの事例紹介で紹介したBCP等の参考資料提供を希望する声がありました。内部
文書をそのまま公開することはできないので、BCPの構成とアクションカード、災害対策本部への報告書、チェック
リストを抜粋いたしました。皆様のBCP策定の参考になれば幸いです。

セミナーでお話しした主な内容

［当院の災害対策］
平成24年3月21日「災害時における医療体制の充実強化について」（←東日本大震災：平成23年）
平成25年9月4日「BCPの考え方に基づいた病院災害対応計画作成の手引き」
を受けて、平成29年に輸血用血液製剤確保も含めた災害備蓄WGを立ち上げ対策を検討し、災害対策訓練にも輸血対応を
追加した。

［輸血部門BCPの策定］
令和3年から神奈川県合同輸血療法委員会輸血用血液供給体制小委員会で取り組んでいる災害時の血液供給について、医
療機関における災害時輸血マニュアル作成の手引き（案）を参考に、これまで当院で検討してきた内容を加味した輸血部
門BCPを策定した。

［BPC策定の流れ］
①現状分析②必要な準備③行動計画の検討を行った。現状分析では病院BCPの被害想定に従った川崎市直下地震への対応
をメインに、血液製剤という特殊な流通事情を踏まえた被害分析を行った。発災後速やかに招集可能なスタッフのリスト
アップや詳細な病院設備・備蓄品の確認を行い被災レベルに応じた行動を計画した。血液供給の遅延や不達を想定し、直
接血液センターに製剤を受け取りに行く場合の手順や必要備品の整備を行った。被災時の輸血対応の流れや優先順位と責
任者を明確にし、現場スタッフの役割分担を明文化した。

［BCP作りで重視したこと］
• 病院BCPをしっかりと確認し、内容に齟齬が生じないようにする。
• 指揮命令系統の遵守と記録・報告を確実に実施する。
• 平時からの備え（マニュアル周知、訓練とフィードバック、個別備蓄等）

関東労災病院輸血部浦谷寛 044-411-3131
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